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柔道部編

広瀬厳師範の八段昇段祝賀会
左から広瀬師範１人おいて中馬馨元大阪市長

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
人
国
記
�

柔
道
部
は
、
創
部
明
治
３３
（
西
暦
１
９
０

０
）
年
で
、
今
年
で
創
部
１
１
３
周
年
を
迎

え
る
。
平
成
２５
年
３
月
ま
で
合
計
５
６
０
名

の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
暦
１
９
０
０
年
と
言
え
ば
、
清

国
で
北
清
事
変
（
義
和
団
の
乱
を
鎮
め
た
事

変
）
が
発
生
し
孫
文
が
日
本
に
亡
命
し
て
い

る
。
１
８
９
６
年
に
は
ア
テ
ネ
五
輪
（
第
１

回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
が
開
催
さ
れ
、

１
９
０
１
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
創
設
さ

れ
、
１
９
０
２
年
に
は
日
英
同
盟
が
締
結
さ

れ
て
い
る
。
国
際
化
の
流
れ
が
垣
間
見
ら
れ

る
時
代
で
あ
る
。

創
部
１
１
３
周
年
と
い
え
ば
、
か
な
り
の

期
間
に
な
る
た
め
便
宜
的
に
、
戦
前
（
昭
和

２０
年
８
月
１５
日
ま
で
）、
と
戦
後
（
昭
和
２０

年
８
月
１６
日
以
降
）
に
分
け
て
考
え
た
い
。

＜

戦
前＞

こ
れ
ま
で
記
録
が
残
っ
て
い
る
卒
業
生
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
登
場
す
る
の
が
、

昭
和
３
年
高
商
卒
の
倉
田
定
雄
だ
。
倉
田
は

丸
善
石
油
に
入
社
後
、
一
貫
し
て
営
業
畑
を

歩
き
副
社
長
で
退
任
し
た
。
昭
和
３７
年
６
月

３０
日
発
行
の
「
清
光
」
第
６
号
に
倉
田
か
ら

の
寄
稿
が
あ
り
、
そ
の
中
で
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
基
本
方
針
と
し
て
体
重
制
の
階
級
区

分
を
三
階
級
（
６８
キ
ロ
以
下
、
６９
キ
ロ
か
ら

８０
キ
ロ
ま
で
、
８１
キ
ロ
以
上
）
と
無
差
別
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
報
じ
て
い
る
。

な
お
、
倉
田
は
柔
道
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
審
議
会

の
審
議
員
に
選
ば
れ
て
お
り
、
審
議
員
に
は

永
野
重
雄
、
三
船
久
三
等
錚
々
た
る
メ
ン
バ

ー
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
倉
田
は
清
光
会

（
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
）
の
初
代
会
長
も
務
め
、

内
外
共
に
柔
道
部
の
充
実
に
尽
力
し
た
功
労

者
で
あ
る
。

昭
和
４
年
高
商
卒
の
瀬
川
美
能
留
は
、
野

村
証
券
に
入
社
し
て
営
業
力
を
発
揮
し
、
昭

和
３４
年
社
長
就
任
、
昭
和
４１
年
に
は
調
査
部

を
独
立
さ
せ
野
村
総
合
研
究
所
を
設
立
し

た
。
積
極
営
業
で
同
社
を
業
界
首
位
に
導
い

た
。
昭
和
４３
年
会
長
、
昭
和
５３
年
相
談
役
を

歴
任
し
、
こ
の
間
に
初
代
日
本
証
券
業
協
会

連
合
会
会
長
に
も
就
任
し
た
。
昭
和
５５
年
に

本
学
証
券
関
係
講
座
の
充
実
お
よ
び
学
術
奨

励
の
た
め
の
資
金
と
し
て
３
億
円
相
当
の
有

価
証
券
を
明
年
１
月
に
寄
付
す
る
目
録
を
、

大
阪
市
長
に
手
交
し
た
。
著
書
に
「
私
の
証

券
昭
和
史
」。
昭
和
４５
年
４
月
に
日
経
新
聞

の
「
私
の
履
歴
書
」
執
筆
。
な
お
、
瀬
川
は

巨
人
フ
ァ
ン
で
知
ら
れ
て
お
り
巨
人
の
財
界

応
援
グ
ル
ー
プ
「
無
名
会
」
の
副
会
長
も
務

め
た
。

こ
こ
で
、
柔
道
部
の
対
外
試
合
に
つ
い
て

の
歴
史
を
紐
解
く
。
三
商
大
戦
は
昭
和
４
年

の
神
戸
高
商
の
大
学
昇
格
を
期
に
昭
和
６
年

に
三
商
柔
道
連
盟
が
発
足
し
、
昭
和
６
年
か

ら
開
催
場
所
は
持
ち
回
り
で
毎
年
３
日
間
開

催
と
な
っ
た
。
第
８
回
大
会
の
昭
和
１３
年
は

水
害
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昭
和

１８
年
の
第
１３
回
大
会
以
降
は
第
二
次
世
界
大

戦
の
激
化
に
よ
り
無
期
延
期
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
戦
後
昭
和
２８
年
１１
月
２３
日
に
旧
三
商

大
戦
（
１５
人
戦
の
抜
き
試
合
）
と
し
て
復
活

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
対
外

試
合
と
し
て
は
、
昭
和
２６
年
に
関
西
学
生
柔

道
連
盟
が
発
足
し
、
毎
年
関
西
学
生
柔
道
優

勝
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
関

西
全
体
と
し
て
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
同
様
、
関
西
柔

道
界
も
組
織
化
さ
れ
統
一
さ
れ
た
。

し
か
し
、
強
豪
ひ
し
め
く
関
西
学
生
柔
道

優
勝
大
会
の
な
か
で
は
、
我
が
柔
道
部
が
活

躍
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
存
在
環
境
が

似
た
旧
三
商
大
戦
で
の
勝
利
を
最
大
の
目
標

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

話
を
戻
す
。
昭
和
９
年
学
部
卒
の
金
山
薫

は
、
大
学
入
学
時
参
段
の
腕
前
で
そ
の
年
の

７
月
に
四
段
に
昇
段
し
た
。
満
州
鉄
道
入
社

後
も
柔
道
を
続
け
、
本
土
と
満
州
の
対
抗
戦

に
満
州
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。お
そ
ら
く
、

現
在
の
全
日
本
選
手
権
出
場
乃
至
そ
れ
に
準

ず
る
ク
ラ
ス
の
強
豪
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ

る
。金
山
は
第
５
代
清
光
会
会
長
も
務
め
た
。

昭
和
１０
年
学
部
卒
の
狭
間
源
三
は
、
卒
業

後
本
学
経
済
研
究
所
教
授
と
な
り
昭
和
４０
年

か
ら
経
済
研
究
所
所
長
を
４
年
半
務
め
た
。

ま
た
、
第
７
代
清
光
会
会
長
も
務
め
た
。

＜

戦
後＞

戦
後
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
登
場
す

る
の
が
、
昭
和
２８
年
学
部
卒
の
中
小
路
昭
二

だ
。
中
小
路
は
学
生
時
代
学
生
運
動
で
も
名

を
馳
せ
た
が
、
卒
業
後
は
昭
和
３０
年
に
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
に
入
社
し
、
昭
和
４５
年
専
務
に

昇
格
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
６０
年
に
大
和
ビ

ル
ド
社
長
に
就
任
し
、
平
成
７
年
に
退
任
し

た
。
中
小
路
は
、
東
京
勤
務
が
長
く
２
代
目

の
東
京
支
部
長
と
し
て
東
京
地
区
Ｏ
Ｂ
会
を

纏
め
、東
京
地
区
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

（ １５ ）



学
生
時
代
に
旧
三
商
大
戦
の
復
活
に
尽
力

し
、
昭
和
２７
年
１１
月
２３
日
に
一
橋
大
学
で
旧

三
商
大
戦
が
開
催
さ
れ
た
が
、
神
戸
大
学
が

欠
席
と
な
り
幻
の
旧
三
商
大
戦
と
な
っ
た
。

昭
和
３２
年
文
学
部
卒
の
中
村
文
雄
は
、
学

生
時
代
に
関
西
学
生
柔
道
界
で
活
躍
し
個
人

戦
で
ベ
ス
ト
４
の
実
績
を
残
し
て
い
る
。
各

大
学
１
名
の
出
場
選
手
で
の
ベ
ス
ト
４
は
特

筆
す
べ
き
戦
績
で
あ
る
。

昭
和
３３
年
法
卒
の
中
村
健
一
は
大
日
本
印

刷
に
入
社
し
、営
業
畑
で
力
量
を
発
揮
し
た
。

昭
和
６１
年
に
取
締
役
商
印
（
商
業
印
刷
物
）

事
業
部
長
に
昇
格
し
、
平
成
元
年
常
務
、
平

成
８
年
専
務
（
商
印
、
建
材
、
包
装
担
当
）

と
な
り
平
成
１７
年
退
任
し
た
。
専
務
在
任
９

年
と
長
く
大
日
本
印
刷
の
大
番
頭
と
し
て
の

大
役
を
果
た
し
た

昭
和
３５
年
医
卒
の
広
橋
賢
次
は
、
本
学
大

学
院
に
進
学
し
昭
和
４０
年
に
は
医
学
博
士
号

取
得
。そ
の
後
本
学
医
学
部
整
形
外
科
助
手
・

講
師
を
経
て
、
昭
和
６２
年
鹿
屋
体
育
大
学
教

授
に
就
任
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
草
分
け

的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
平
成
８
年
に

大
阪
体
育
大
学
に
移
り
、
平
成
１７
年
森
ノ
宮

医
療
大
学
学
長
に
就
任
し
た
。
４
年
間
の
学

長
期
間
を
経
て
平
成
２３
年
に
退
任
。
現
在
、

済
生
会
中
津
病
院
の
医
師
と
し
て
週
１
回
の

診
察
を
行
う
。
広
橋
は
大
阪
勤
務
時
代
に
柔

道
部
の
専
任
医
師
的
存
在
で
、
現
役
・
Ｏ
Ｂ

会
員
の
信
認
も
厚
い
。
ま
た
、
平
成
１１
年
か

ら
第
９
代
清
光
会
会
長
を
６
年
に
亘
っ
て
務

め
た
。
そ
の
他
、
関
西
学
生
柔
道
連
盟
理
事
、

大
阪
府
柔
道
連
盟
副
会
長
等
を
歴
任
し
た
。

平
成
１５
年
（
２
０
０
３
年
）
大
阪
で
開
催
さ

れ
た
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
で
は
医
科
学
委

員
の
代
表
を
務
め
柔
道
界
へ
の
貢
献
も
大
き

い
。
平
成
２５
年
１
月
七
段
を
授
与
さ
れ
る
。

昭
和
３６
年
卒
に
は
、
大
曾
根
利
彦
と
由
利

和
久
が
い
る
。
工
・
土
木
卒
の
大
曾
根
は
、

近
畿
日
本
鉄
道
に
入
社
後
、
技
術
畑
を
歩
き

難
波
線
開
通
に
従
事
し
大
阪
市
交
通
局
に
も

出
向
し
た
。
難
波
線
開
業
に
伴
い
近
鉄
に
戻

り
昭
和
５５
年
企
画
室
部
長
、
昭
和
６３
年
事
業

局
次
長
等
を
歴
任
。
平
成
元
年
伊
勢
志
摩
開

発
室
次
長
と
し
て
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
開
発
の

現
地
担
当
と
な
り
平
成
１０
年
ま
で
単
身
赴

任
。
平
成
６
年
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
が
開
業
し

専
務
取
締
役
を
兼
任
。
平
成
７
年
参
与
と
し

て
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
を
フ
ォ
ロ
ー
。
平
成
１０

年
近
鉄
興
業
社
長
、
Ｏ
Ｓ
Ｋ
歌
劇
団
社
長
に

就
任
し
、
あ
や
め
池
遊
園
の
リ
ス
ト
ラ
、
Ｏ

Ｓ
Ｋ
歌
劇
団
の
清
算
な
ど
困
難
な
仕
事
を
成

し
遂
げ
平
成
１５
年
退
職
し
た
。

昭
和
３６
年
経
卒
の
由
利
和
久
は
、
蝶
理
に

入
社
し
包
装
関
連
市
場
向
け
機
械
の
輸
入
を

担
当
す
る
な
か
で
、こ
の
将
来
性
に
着
目
し
、

昭
和
５１
年
機
械
の
専
門
商
社
で
あ
る
ア
ル
テ

ッ
ク
を
設
立
し
専
務
に
就
任
。
昭
和
６３
年
社

長
に
昇
格
、
平
成
１０
年
東
証
２
部
、
平
成
１２

年
念
願
の
東
証
１
部
に
上
場
を
果
た
し
、
平

成
１５
年
に
会
長
に
就
任
し
た
。
平
成
１９
年
に

最
高
顧
問
と
な
り
平
成
２２
年
退
任
し
た
。
ま

た
、
平
成
１７
年
か
ら
第
１０
代
清
光
会
会
長
を

務
め
た
。
東
京
在
住
の
た
め
、
東
京
・
大
阪

を
度
々
往
復
し
て
Ｏ
Ｂ
会
・
現
役
学
生
の
活

性
化
に
向
け
尽
力
し
た
。
由
利
は
、
大
学
３

年
の
時
に
広
瀬
巌
師
範
（
昭
和
１６
年
日
本
選

士
権
覇
者
、
初
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
委
員

長
）
よ
り
旧
三
商
大
戦
優
勝
を
要
請
さ
れ
、

心
機
一
転
練
習
に
精
を
出
し
部
員
を
引
っ
張

っ
て
旧
三
商
大
戦
優
勝
を
目
指
し
た
。
卒
業

ま
で
に
念
願
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
昭
和
３７

年
の
旧
三
商
大
戦
初
優
勝
に
繋
が
っ
た
。

昭
和
３８
年
商
卒
の
小
林
賢
三
は
、
旧
三
商

大
戦
優
勝
の
悲
願
を
実
現
す
べ
く
主
将
と
し

て
部
員
を
取
り
ま
と
め
、
猛
練
習
の
末
昭
和

３７
年
１１
月
２３
日
の
旧
三
商
大
戦
初
優
勝
に
導

い
た
。
当
時
部
員
が
３５
名
と
多
く
、
秋
合
宿

は
一
次
（
全
員
）、
二
次
（
選
手
要
員
）
に

分
け
こ
な
し
た
が
、
こ
の
層
の
厚
さ
が
大
き

な
戦
力
と
な
っ
た
。
翌
年
の
旧
三
商
大
戦
は

７
名
が
卒
業
の
た
め
苦
戦
が
予
想
さ
れ
た

が
、
昭
和
３９
年
商
卒
の
立
野
和
彦
は
、
主
将

と
し
て
前
評
判
を
覆
し
見
事
に
旧
三
商
大
戦

２
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の
昭
和
３７
年
、

３８
年
の
連
続
優
勝
に
欠
か
せ
な
い
男
が
い

る
。
小
林
と
同
期
入
学
の
昭
和
４０
年
法
卒
の

近
藤
健
二
だ
。
無
茶
苦
茶
な
大
学
生
活
を
自

負
す
る
近
藤
は
、
６
年
間
柔
道
に
没
頭
し
選

手
と
し
て
昭
３７
年
、
３８
年
の
連
続
優
勝
に
貢

献
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
３８
年
の
優
勝
時
に

一
橋
大
学
道
場
で
胴
上
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

な
お
、
３８
年
優
勝
時
の
主
将
立
野
は
北
野
高

校
時
代
に
主
将
と
し
て
大
阪
府
下
柔
道
団
体

優
勝
を
経
験
し
て
い
る
。

上
記
の
連
続
優
勝
に
は
、
も
う
一
人
欠
か

せ
な
い
男
が
い
る
。
昭
和
４１
年
工
・
土
木
の

石
本
亮
介
だ
。
芦
屋
高
校
柔
道
部
の
主
将
と

し
て
関
西
高
校
柔
道
界
で
も
活
躍
し
た
逸
物

だ
。
大
学
１
年
の
時
に
大
阪
府
下
大
学
の
個

人
戦
二
段
の
部
で
優
勝
し
、
各
種
大
会
で
も

新
人
離
れ
し
た
活
躍
を
見
せ
、
連
続
優
勝
に

も
出
色
の
戦
績
を
残
し
た
。
主
将
で
あ
っ
た

昭和３７年旧三商大戦初優勝

（ １６ ）



胴上げされる近藤健二（一橋大学柔道場にて）

昭
和
４０
年
の
旧
三
商
大
戦
で
は
珍
し
い
三
す

く
み
の
３
大
学
優
勝
に
漕
ぎ
付
け
た
。

石
本
の
１
年
後
輩
に
石
本
と
同
じ
く
芦
屋

高
校
柔
道
部
の
主
将
を
務
め
た
昭
和
４２
年
商

卒
の
平
松
磐
城
が
い
る
。
平
松
は
卒
後
野
村

貿
易
に
入
社
し
、
繊
維
部
門
の
営
業
で
活
躍

し
組
合
委
員
長
も
務
め
た
。
そ
の
後
化
成
品

部
門
に
移
り
将
来
を
嘱
望
さ
れ
取
締
役
に
も

内
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
が
ん
の
再
発
が

発
覚
し
平
成
１０
年
５３
歳
の
若
さ
で
夭
折
し
た

こ
と
は
大
い
に
悔
や
ま
れ
る
。

昭
和
４３
年
工
・
土
木
卒
の
北
田
俊
行
は
、

大
学
３
年
の
関
西
学
生
柔
道
優
勝
大
会
（
団

体
戦
）
の
関
学
大
戦
で
左
足
筋
の
部
分
断
裂

に
よ
り
選
手
生
命
を
断
た
れ
る
。
以
降
勉
学

に
励
み
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程

終
了
後
、
昭
和
４５
年
大
阪
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
博
士
課
程
に
進
ん
だ
。
昭
和
４８
年
４

月
大
阪
大
学
工
学
部
土
木
学
科
助
手
、
昭
和

５３
年
４
月
本
学
工
学
部
土
木
学
科
講
師
、
昭

和
５６
年
１０
月
助
教
授
、
平
成
１１
年
４
月
教
授

を
歴
任
し
、
昭
和
５５
年
に
は
工
学
博
士
を
取

得
。
橋
梁
工
学
が
専
門
で
土
木
関
係
の
各
種

委
員
・
委
員
長
を
歴
任
。本
学
教
授
時
代
は
、

柔
道
部
部
長
を
長
年
に
わ
た
り
引
き
受
け
、

新
入
部
員
獲
得
等
学
生
支
援
に
注
力
し
た
。

昭
和
４４
年
経
卒
の
杏
中
保
夫
は
、
野
村
証

券
に
入
社
し
営
業
部
門
で
頭
角
を
現
し
、
昭

和
６３
年
戦
後
生
ま
れ
初
の
取
締
役
に
就
任
。

平
成
６
年
常
務
に
昇
格
し
た
が
、
三
洋
証
券

再
建
の
た
め
三
洋
証
券
に
移
り
専
務
と
し
て

再
建
に
奮
闘
し
、
年
３
０
０
億
の
赤
字
か
ら

単
月
の
黒
字
に
改
善
し
た
。
平
成
８
年
闘
病

中
の
親
友
・
公
文
毅
の
要
請
で
公
文
教
育
研

究
会
の
筆
頭
副
社
長
に
就
任
、
翌
年
社
長
に

昇
格
。
１０
年
間
社
長
の
任
に
あ
り
、
そ
の
間

公
文
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
の
�
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
�

に
育
て
る
。
平
成
１９
年
に
相
談
役
も
退
く
。

平
成
２２
年
シ
ャ
ノ
ン
マ
ー
レ
ェ
化
粧
品
取
締

役
最
高
顧
問
に
就
任
し
現
在
に
至
る
。

昭
和
４５
年
卒
で
は
商
卒
の
日
尾
野
敏
邦
と

高
井
正
志
が
い
る
。
日
尾
野
は
入
学
時
か
ら

公
認
会
計
士
を
目
指
し
て
い
た
が
、
柔
道
で

の
肩
の
骨
折
を
機
に
怪
我
が
多
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
昭
和
４３
年
秋
か
ら
休
部
し
て
本
格

的
に
公
認
会
計
士
を
目
指
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
昭
和
４５
年
大
学
卒
業
後
の
公
認
会

計
士
試
験
に
合
格
し
、
そ
の
後
故
郷
の
名
古

屋
を
中
心
に
営
業
を
展
開
。
着
実
な
性
格
が

功
を
奏
し
、
平
成
１２
年
に
８
階
建
の
自
社
ビ

ル
を
立
て
た
が
、
平
成
１８
年
に
く
も
膜
下
出

血
を
患
い
６３
歳
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。

高
井
は
卒
業
後
積
水
化
学
工
業
に
入
社

し
、
総
務
・
労
務
・
人
事
畑
を
歩
む
。
総
務

部
長
時
代
に
女
子
陸
上
部
の
部
長
を
任
ぜ
ら

れ
る
。
当
時
の
積
水
化
学
工
業
の
女
子
陸
上

部
に
は
小
出
監
督
率
い
る
高
橋
尚
子
ら
有
力

選
手
が
い
た
。
平
成
１２
年
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
高
橋
尚
子
選
手
が
女
子
マ
ラ

ソ
ン
で
初
優
勝
し
高
井
も
シ
ド
ニ
ー
に
随
行

し
た
。
高
井
は
そ
の
後
持
ち
前
の
手
堅
さ
を

買
わ
れ
監
査
役
に
昇
格
。
６
年
間
の
監
査
役

を
無
事
こ
な
し
平
成
２３
年
に
退
任
し
た
。

昭
和
５０
年
卒
に
は
法
卒
の
木
村
眞
敏
と
正

殿
博
章
が
い
る
。
木
村
は
高
校
時
代
に
は
ラ

グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
て
い
た
が
、
大
学
時
代

に
柔
道
に
転
向
し
た
。
木
村
は
昭
和
５０
年
に

卒
業
し
た
が
、
弁
護
士
を
目
指
し
て
勉
強
を

続
け
昭
和
５４
年
に
司
法
試
験
に
合
格
し
た
。

柔
道
へ
の
転
向
を
含
め
文
武
両
道
を
貫
い

た
。昭
和
５７
年
３
月
に
司
法
修
習
を
修
了
し
、

昭
和
６０
年
４
月
に
独
立
し
て
現
在
に
至
る
。

木
村
は
Ｏ
Ｂ
会
の
幹
事
長
も
経
験
し
、
現
在

副
会
長
の
任
に
あ
る
。（
新
地
通
い
で
？
）

一
時
体
調
を
壊
し
た
が
、
摂
生
に
努
め
現
在

は
健
康
を
回
復
し
て
い
る
。

正
殿
は
日
本
生
命
に
入
社
し
、
長
年
労
働

組
合
の
仕
事
に
携
わ
り
組
合
委
員
長
も
務
め

た
。
そ
の
後
営
業
職
に
転
じ
平
成
１８
年
に
執

行
役
員
に
昇
格
。
常
務
執
行
役
員
近
畿
営
業

本
部
長
時
代
に
は
、
本
学
の
現
代
保
険
論

（
日
本
生
命
提
供
講
座
）
の
講
師
も
務
め

た
。
平
成
２４
年
３
月
に
専
務
執
行
役
員
を
退

任
し
、
平
成
２４
年
６
月
よ
り
ニ
ッ
セ
イ
保
険

エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
�
の
社
長
に
就
任
し
現
在

に
至
る
。
ま
た
、
日
本
生
命
の
柔
道
部
監
督
、

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
の
役
員
も
務
め
、
柔

道
界
に
貢
献
し
て
い
る
。

最
後
に
若
手
を
紹
介
す
る
。
平
成
２１
年
法

卒
の
松
浦
加
代
子
と
平
成
２２
年
法
卒
の
沼
田

晃
一
だ
。
松
浦
は
卒
業
後
本
学
法
科
大
学
院

に
進
み
、
平
成
２３
年
の
司
法
試
験
に
合
格
。

現
在
は
小
田
原
で
弁
護
士
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
沼
田
は
卒
業
後
京
都
大
学
法
科
大
学

院
に
進
み
、平
成
２４
年
の
司
法
試
験
に
合
格
。

現
在
は
裁
判
官
を
目
指
し
て
司
法
修
習
中
で

あ
る
。
柔
道
部
と
し
て
は
、
２
年
連
続
し
て

司
法
試
験
合
格
者
を
輩
出
す
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
松
浦
は
女
子

柔
道
の
エ
ー
ス
と
し
て
各
種
大
会
で
活
躍

し
、
柔
道
部
の
副
主
将
も
務
め
た
。
沼
田
も

レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て
各
種
大
会
で
活
躍

し
、
久
し
振
り
の
平
成
２１
年
の
旧
三
商
大
戦

優
勝
に
も
貢
献
し
た
。

（
山
本
孝

記
）

（ １７ ）

(有恒会報199号より)




